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昭
和
四
十
一
年
三
図
末
霞
を
も
っ
て
二
人
の
本
学
哲
学
科
の
教
官
が
停

年
退
官
さ
れ
、
と
も
に
名
瞥
教
授
に
な
ら
れ
た
。

　
退
官
に
先
き
立
ち
、
榎
例
の
退
官
記
念
講
演
（
公
蘭
）
が
行
な
わ
れ
、

両
教
授
は
積
年
の
研
究
成
果
の
　
端
を
そ
れ
ぞ
れ
講
ぜ
ら
れ
聴
衆
は
深
い

感
銘
を
受
け
た
。
す
な
わ
ち
島
芳
夫
（
倫
理
学
）
教
授
は
『
自
由
、
運

命
、
摂
理
』
と
題
し
て
、
　
一
夕
二
十
賑
（
木
）
午
後
三
時
か
ら
五
時
ま

で
、
本
学
文
学
部
・
第
｝
講
義
室
に
お
い
て
二
時
間
に
わ
た
り
講
演
さ
れ
、

終
了
後
、
楽
友
会
館
で
開
か
れ
た
同
教
授
を
惜
別
す
る
記
念
晩
餐
会
に
出

席
さ
れ
た
。

　
島
教
授
の
岡
講
演
は
、
本
誌
第
五
〇
七
愚
に
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
高
田
三
郎
（
中
世
哲
学
史
）
教
授
は
一
月
二
十
五
日
（
火
）

午
後
三
時
か
ら
穴
時
ま
で
、
予
定
の
時
間
を
こ
え
三
三
閾
に
わ
た
っ
て
、

『
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
形
而
上
学
田
と
題
し
、
ト

マ
ス
に
よ
り
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
た
か
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
が
ト
マ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ど
の
よ
う
な
痕
跡
を
残

し
た
か
に
つ
い
て
詳
継
に
論
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
サ
ス
ト
テ
レ
ス

の
哲
学
の
内
部
の
閤
題
か
ら
説
き
お
こ
し
、
存
在
の
観
念
の
解
釈
を
め
ぐ

っ
て
、
ト
マ
ス
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
相
違
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
さ
れ
た
。
講
演
終
了
後
は
楽
友
会
館
で
岡
教
授

を
囲
み
記
念
晩
餐
会
が
催
さ
れ
た
。

　
高
田
教
授
の
講
演
も
近
く
本
誌
に
発
表
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
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一
、
囲
次
は
、
『
哲
学
研
究
』
各
巻
最
終
班
附
載
の
圏
次
を
基
準
と
し
て
、

収
録
し
た
が
、
中
に
は
各
巻
の
本
文
を
参
照
し
て
補
正
乃
蓋
削
除
し
た

も
の
も
あ
る
。

一
、
論
文
と
見
倣
さ
れ
う
る
も
の
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
と
の
区
別
は
せ

ず
、
目
次
は
す
べ
て
岡
一
様
式
の
下
に
収
録
し
た
。

一
、
『
哲
学
研
究
』
各
巻
本
文
の
頁
付
け
に
は
、
往
々
に
し
て
誤
り
が
見
ら

れ
た
が
、
罠
次
の
頁
指
示
は
そ
の
ま
ま
を
．
踏
襲
す
る
は
か
な
か
っ
た
。

二
三
別
の
買
付
け
と
各
巻
毎
の
通
し
頁
付
け
と
を
併
記
し
た
か
ら
、
本

文
を
一
方
の
み
で
検
出
し
得
な
い
場
合
は
他
方
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

】
、
こ
の
総
目
次
に
於
て
は
一

（
未
完
）
は
、
次
号
以
降
に
継
載
せ
ら
れ
る
も
の
を
、

（
承
前
）
は
、
（
米
完
）
を
承
け
て
、
完
結
、
乃
至
未
完
結
の
ま
ま
中
絶

す
る
も
の
を
、

（
承
前
・
未
完
）
は
、
（
未
完
）
を
承
け
て
、
な
ほ
完
結
せ
ず
、
更
に
次

巻
以
降
に
継
載
き
れ
る
も
の
を
、

表
示
し
、
『
哲
学
研
究
』
に
於
て
慣
用
せ
ら
れ
て
来
た
こ
れ
ら
の
文
字
の

用
法
と
は
、
必
ず
し
も
網
蔽
わ
な
い
。

一
、
紫
引
の
部
の
人
名
の
読
み
方
は
表
音
式
に
よ
っ
た
。
ま
た
漢
数
字
は

巻
を
、
括
弧
の
な
い
ア
ラ
ビ
ア
数
寧
は
そ
の
巻
に
お
け
る
冊
番
号
を
、

丸
字
弧
に
包
ま
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
数
掌
は
通
算
の
号
数
を
表
わ
し
、
冊
番

号
お
よ
び
号
数
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
ア
ス
テ
リ
ス
ク
は
そ
の
ア
ー
チ
ク

　
ル
が
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

｝
、
索
引
の
作
成
に
当
っ
て
加
茂
直
樹
、
土
屋
純
～
お
よ
び
哲
学
専
攻
の

大
学
院
学
生
諸
慰
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

二
八
三


